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【授業の紹介】 

３年次の「現代文Ｂ」は選択履修科目として設定されている。例年と同様に約 40 名が履

修している今年度は，約 10 名ずつの４クラスに分けて授業が開講されており，筆者はその

うち２クラスを担当している。 

現在は，多くの情報を整理しながら読む力を養うため，森鷗外の小説「舞姫」を教材にし

た単元を展開している。“言葉で伝え合う技能を磨く”という年間目標の下，平時と同じく生

徒同士の意見交換の活動を重視した指導を行うようにしている。 

 

テキストベース課題の配信 

 休校期間の初めに、年間の授業の目標や方針、各単元で特化する言語活動等についての説

明文書を Google Classroom 上で配信し、課題として生徒に熟読してもらった上で、「限定

公開コメント」欄を通じて質疑応答を行った。科目そのものや授業の進め方のイメージを最

初に開陳し、生徒と共有しておけば、オンラインに限定された形態とはいえ、その後の意思

疎通が円滑に進められるのではないかと考えたのである。 

 平時の授業と同じような生徒同士の意見交換を、Zoom のブレークアウト・セッションで

実現しようと考えた。しかし、生徒からすると、提示されたばかりの問題について即座に

Zoom 上で意見交換を行うのは難しいということが、事前の実験を通して判明した。そこで、

PDF 形式の「学習プリント」を授業の数日前に配信しておき、生徒に個々で解答を考えて

もらった上で、意見を持ち寄る場としての授業を Zoom で実施することにした。 

 

Zoom を使用したライブ配信授業 

 Zoom を使用した授業では、授業展開の見通し

や発問の内容を視覚的に示すために MS Power 

Point のスライドを画面上で共有している。 

生徒４～５名で行うブレークアウト・セッシ

ョンの内容はその都度口頭で報告してもらって

いるが、個々の生徒がどのように考えを深めた

のかを確認するため、意見交換をふまえて改め

て考えた解答をGoogleフォームに入力して送信

してもらっている。解答に幅がある問題につい

ては、生徒の解答を集約した文書ファイルを作

成し、参考資料として配信するつもりでいる。 

↑スライド例↓ 


